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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 

  記入日 平成 29 年 1 月 27 日 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 総合科学部／研究科   ３年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学 ユバスキュラ大学（国名： フィンランド  ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 教育学部 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間 平 成  2 8 年  8 月  1 3 日 ～ 

 

平 成  2 8 年  1 2 月  2 7 日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類： 学生ビザ 

ビザ申請先： フィンランド大使館 

取得方法，提出書類： 

オンライン申請（提出書類：パスポートのコピー・大学の受け入れ許可証・銀行口座の

残高証明・海外旅行保険証明書） 東京のフィンランド大使館へ（オンラインで提出

した書類の確認・全ての指の指紋提出） 審査（約２週間）通過 ビザが自宅に郵送

される 

手続きに要した日数：約３週間 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

・ユバスキュラ大学へのオンライン申請（学内推薦決定後） 

・引っ越し（一人暮らしで、留学時に一度広島の家を引き払う場合） 

出 国 年 月 日 平成 28 年 8 月 13 日 

経 路 中部国際空港 北京空港 モスクワ空港 ヘルシンキ・ヴァンター空港 バスでユ

バスキュラへ （飛行機で乗り継ぎ便に乗る場合は、すべての便を同じ航空会社にする

ことをおすすめします） 

現 地 で の 出 迎 え  有（・○ 大学関係者  ・その他）    □無 

到着後オリエンテーショ

ン の 実 施 状 況 ・ 

期間・内容 

９月のはじめに約３日間の留学生向けオリエンテーションあり（内容：住居関係など諸

手続きの仕方・履修登録や授業について・授業以外の学校生活についての説明など） 

※８月の言語コースに出席する場合は、その時に個別にチューターから説明を受ける。 

帰 国 年 月 日 平成 28 年 12 月 28 日 

経 路 ユバスキュラからバス ヘルシンキ・ヴァンター空港 モスクワ空港 成田空港 

２．留学経費について 

所

要

経

費 

総額 ８０万 円 

内訳 

渡航費 １５万 円 

保険料 ５万 円 

教科書代(学費) ０ 円 

宿舎費 １５万 円 

食費     １０万 円 

その他（ 雑費 ） 

（ 旅行費 ） 

５万 

３０万 

円 

円 
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３．授業について 

2016 年 秋学期         9 月   2 日   ～     12 月    15 日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

教育学部の授業 

言語センター（フィンランド語・英語） 

単位互換希望の有無 

 

□有    無 

※有の場合，所属学部支援室へ提出の単位認定申請書類のコピーを添付すること 

学術面に関する後輩へ

のアドバイス 

留学生向けに開講されている授業の概要は留学前でも大学のホームページから見られるの

で、その授業の分野で必要な専門的な英単語やフィンランドの基礎知識を知っていると授業

が聞きやすいです。会話以外のフォーマルな英語のリスニングなどで聞き慣れておくとなお

良いです。 

４．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 □大学の寮  アパート  □ホームステイ  □その他（     ） 

住居の広さ 約     10 ㎡ （個室） 同居人の有無 有（  2, 3 人） 

□無 

住居に附属する設

備 

電気  □ガス  水道  給湯  シャワー  □風呂 

水洗便所  暖房  □冷房  台所  □食堂  □固定電話 

インターネット  その他（ サウナと洗濯機・乾燥機は棟全体で共用 ） 

住居費 １ヶ月当たり     ２５０ ユーロ (現地通貨) 約    ３ 万  

円 

住居を決定した方

法 

留学先大学の紹介  □友人・知人の紹介  □不動産業者 

□その他（             ） 

留学先での住居全

般に関するアドバ

イス 

アパートやルームメイトについての希望は、オンライン申請時に出すことができる。留学中に、ア

パートを変更したい場合は、申請して空きがあれば可能。サバイバルキット（食器・キッチン用具・

布団・シーツなどのセット）をレンタルするとよい（大学から案内が届く）。 

（２）医療について 

１日以上入院を要

する病気・怪我等を 

□した    しなかった 

入院した

場合 

により         日入院 

留学に当たり保険

を 

掛けた   □掛けなかった 

 掛けた場合 日本  □留学先国  □その他（          ） 

掛け金は   年間 （５ヶ月で）   約５万円 

補償額 死亡  １０００万円，入院１日       円 

その他（              ） 

留学前後での予防

接種の必要の有無 

□有   無 

有の場合，その種

類，回数，費用，受
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けた医療機関名 

日常的な健康につ

いて不安が 

□あった  なかった 

あった場合その理由： 

留学先国の医療事

情 

（日本と比較して） 

ひどい虫さされをしたので、保健管理センターへ行くと無料で診察してもらえて、購入するべき薬

を教えてもらえたので、薬局で購入した。 

留学先での健康管

理，衛生面について

特に注意すべきこ

と 

11 月頃から日照時間が短くなるので、薬局でビタミンD を購入して摂取する必要がある。 

また、寒さも厳しいので、防寒具は現地で購入すると良い。 

（３）危険を感じた地域，状況 

特に危険は感じなかったが、首都ヘルシンキのやヴァンター空港では、外国人も多いので気をつけた方が良い。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

衣類やキッチン用具などはセカンドハンドショップ（古着・中古の物が買えるお店）でそろえられるので、日本から持っ

ていく物は最低限で良い。米や海苔は売られているが、みそ汁やふりかけはなかなか売られていないので、持っていくと

良い。普通の箸や菜箸もあまり売っていないので持っていくと良い。 

 

５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成 31 年  3 月  （当初の卒業予定年月    平成  30 年  3 月） 

卒業が遅れる見込

みの場合，その理

由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

その他（具体的に    教員免許取得のため                  ） 

現在の状況および

今後の予定・進路

等 

留学後の１月〜９月までは休学。１０月から復学し、教員免許取得のための単位を取りながら卒

業論文にとりかかる。 

就職活動や留学前

の単位取得，教育

実習等についての

工夫 

総合科学部の卒業要件単位は留学前の３年前期までの期間で、ほとんど取り終えることができ

た。教員免許については、３年後期に開講される実習の事前指導の授業を留学により受講出来な

かったので、卒業を１年遅らせなければいけない。そのため、単位取得の必要が無い期間は休学

して、将来について考える期間に当てることにした。 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL 等） コメント 
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（授業履修について） 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 総合科学部／研究科    ３年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学 ユバスキュラ大学（国名：   フィンランド      ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 教育学部 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間 平 成  2 8 年  8 月  1 3 日 ～ 平 成  2 8 年  1 2 月  2 7 日 

１．履修登録について 

いつ頃履修登録をしましたか。（例：出願時（ 月頃）、出発直前（ 月頃）、派遣先大学到着後（ 月頃）） 

出願時（３月）に仮登録（本登録時に変更可能） 

派遣大学到着後（８月〜９月）に本登録 

希望の科目をどの程度履修できましたか。（例：すべて履修できた・いくつか変更させられた・ほとんど履修できなかった） 

いくつか履修できなかった。 

履修できなかった理由、変更が必要になった理由を述べてください。（例：3 年生以上しか履修できない科目だった） 

時間帯が重複していた科目がいくつかあったため。 

交換留学生に履修制限がある科目はありましたか。どのような制限ですか。履修に際して必要書類はありましたか。 

自分の所属学部以外が開講している授業は受けられないものもあった。 

履修に対して必要書類は特になし。 

２．履修科目について 

履修科目数 合計 ４科目 

履修科目 1 

科目名 Academic English 

時間数 夏休みの集中コース（10 日間） １日３時間 

科目内容、予習・復習・試験・レポート等具体的な内容について記述してください。 

英語のレポートの書き方やディスカッションのやり方など学術的な英語を勉強した。グループワークがいくつ

かあり、授業外の時間に数回集まって作業をした。試験はなし。レポート提出が２回あり、最後の授業の時に

プレゼンテーションをした。 
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履修科目 2 

科目名 Finish 1 

時間数 1 週間に 90 分の授業が 3 コマある。 合計 約 36 コマ 

科目内容、予習・復習・試験・レポート等具体的な内容について記述してください。 

基本的なフィンランド語の表現や文法について学んだ。授業の予習・復習は必須である。週に１回程度、簡単

な課題が出る。レポートはなし。試験は、リスニング・スピーキング・リーディング・ライティングに分かれ

て行われる。 

履修科目 3 

科目名 Education in Finland 

時間数 1 週間に  90 分の授業が合計 ７回 

科目内容、予習・復習・試験・レポート等具体的な内容について記述してください。 

フィンランドの基本的な教育制度について学ぶ講義形式の授業。復習として、授業毎にレポートを書く。最後

の授業の後にまとめて提出。 

履修科目 4 

科目名 On the Trail of Finish Culture 

時間数 1 週間に 90 分の授業が合計 12 回 

科目内容、予習・復習・試験・レポート等具体的な内容について記述してください。 

教育と文化に関する授業。自国の世界遺産についてのプレゼンテーション、小学校を訪問して授業をする、ユ

バスキュラの博物館の見学など、内容は多岐にわたる。2 回のプレゼンテーションと最終レポートの提出がある。 

履修科目 5 

科目名  

時間数 1 週間に 分の授業が合計   回 

科目内容、予習・復習・試験・レポート等具体的な内容について記述してください。 
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学習の概要に関するレポート 

 

・HUSA プログラムとユバスキュラ大学について 

私は広島大学では総合科学部だが、フィンランドでは教育について学ぶために教育学部に所属した。この

ように、ユバスキュラ大学では、自分の大学の所属学部にとらわれずに自由に学部を選ぶことができる。また、

HUSA プログラムでは、単位数などの規定がないプログラムであるため、自分の勉強したいことに集中して授

業を受けられる。さらに、交換留学の制度である HUSA プログラムでは留学中も広島大学に授業料を納めれば

良いため手続きが簡単である。 

 

・授業について 

  はじめに、教育学部で受けた授業について紹介する。Education in Finland という授業は、フィンランドの基

本的な教育制度について学ぶ講義形式の授業であった。ただ、講義形式とはいっても、生徒が活発に質問した

り、逆に先生が生徒に問いかけたりなどコミュニケーションが活発であった。また、On the Trail of Finish Culture

という教育と文化に関する授業も受けた。留学生が自国の世界遺産についてプレゼンテーションを行ったり、

小学校を訪問して授業をさせてもらったりなど、活動的な授業であった。 

  教育学部の授業以外に、英語やフィンランド語を学ぶ授業も受講した。それらは大学の言語センターが開講

している授業で、他にも様々な言語を学ぶことができる。それらの授業も大学の他の授業と同じように単位を

取得することができる。また、夏休みの集中コースもある。留学生向けには約一ヶ月間のフィンランド語コー

スと、約二週間の英語のコースが開講されており、希望者は無料で受講できる。私が受講した Academic English

という授業では、英語のレポートの書き方やディスカッションのやり方など学術的な英語を勉強した。Finish1

という授業では、基本的なフィンランド語の表現や文法について学んだ。このような言語の授業ではその言語

を学ぶことはもちろんだが、私はフィンランドではどのように言語を教えているかというということにも興味

があったため、そのような視点も踏まえて授業を受けることができた。 

 

・履修登録と学生のサポート体制について 

  授業の履修登録は、９月のオリエンテーションの後に行えば良い。夏休みの言語のコースを受講する場合は、

先に登録の仕方を教えてもらえる。履修のシステムは、登録できる期間が授業によって異なること、時間や場

所が毎回固定されていない授業が多いことなど、やや複雑である。定員が早く埋まってしまう授業もあるので、

興味のある授業は早めに調べておいた方が良い。ただ、授業によっては先生に交渉して定員オーバーでも受講

することができる。また、受講するか迷う場合は第一回目の授業後に履修を取り消すこともできる。気になる

ことや不安なことがあれば、まずは授業を担当している先生や各学部の留学生担当のスタッフであるコーディ

ネーターにメールなどで聞いてみると良い。非常に親身になって相談に乗ってくれるので、私も授業のことや

関心のある分野のことなどについて個人的に相談していた。例えば、私はフィンランドの小学校などを見学し

たいと相談したら、大学の付属小学校、中学校、高校を見学させてもらうことができた。それぞれの学校の生

徒や先生に案内をしていただき、教室や授業風景を見ることができた。 
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図 1 教育学部の建物 

 

 

図 2 フィンランドの小学校 
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生活の概要に関するレポート 

 

・大学の学生組合 

  大学には JYY という、広島大学の生協のような団体である学生組合がある。住居の斡旋や留学生向けのイ

ベント運営、保健管理センターの運営など、学生生活のサポート全般を行っている団体である。何か困ったこ
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図 3 アパートの裏の湖 

 

 

図 4 仲良くなった韓国人の友達 

 

 

図 5 フレンドシップファミリープログラムのファミリー 


